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住環境調整の歴史（その２）「女性と住環境改善」

１．浜口ミホ（参考文献12）～14）を参照）

・女性初の一級建築士（本名：浜口美穂（旧姓：濱田））

1915（大正４）年 大連生まれ

1933（昭和８）年 東京女子高等師範学校（現・お茶の水大学）家事科に入学

卒業後，家庭科の教師となる

1938（昭和13）年 東京帝国大学工学部建築学科の聴講生（１年間）

その後，前川國男建築事務所の所員となる（～1948（昭和23）年）

1941（昭和16）年 展覧会「新しき都市・東京都市計画の一試案」で，DKの原型を発表

建築家の浜口隆一と結婚

開戦後，北海道石狩郡当別村に疎開

1948（昭和23）年 「浜口ミホ住宅相談所（後にハウジング設計事務所）」開設

1949（昭和24）年 『日本住宅の封建性』出版（→　12～14ページの資料１および資料２を参照）

→「日本住宅の根底に潜む男女差別，家長制度，不合理な因習等をするどく批

判」（参考文献12）より）

1954（昭和29）年 一級建築士取得

1955（昭和30）年 住宅公団のダイニングキッチン開発プロジェクト参加（→　ビデオ参照）

昭和40年代からは，建て売り住宅の基本設計の仕事に着手

晩年は，老人住宅に着目

1988（昭和63）年 73歳で逝去

「食事と炊事の空間を一つに融合させる。これによって，台所が低い生活空間であるという矛盾は克

服することができる。食事・炊事の両空間とも立式でなければならない」

（『建築界11・12月号』（1946年）より）

２．駒田栄（参考文献15）を参照）

・住居衛生分野における女性研究者としての草分け

・住生活改善に関する研究と啓蒙普及活動を行う（ただし，社会学の立場から）

1901（明治34）年 三重県安芸郡芸濃町椋本に駒田栄四郎，りつの長女として生まれる

椋本小学校を卒業後，三重県立津高等女学校に入学

1920（大正９）年 本科修了後，三重県立津高等女学校補修科を卒業
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1924（大正13）年 大阪阿倍野の古屋女子英語塾で英語を学ぶ（～1927（昭和２）年）

1928（昭和３）年　 リフォルニア州オークランドのミルズカレッジ（Mills College）に留学

1932（昭和７）年 ミルズカレッジを卒業，帰国

1933（昭和８）年 聖路加国際病院医療社会事業部に就職，医療ソーシャルワーカーとして働く（～

1938（昭和13）年）

1939（昭和14）年 国立公衆衛生院に就職（以後，退職まで33年間勤める）

1942（昭和17）年 国立公衆衛生院建築衛生部所属

社会学の立場から住居衛生等の研究を行うとともに，普及・啓蒙活動を行う

戦時中：工場労務者住宅

敗戦直後から1940年代後半：住宅調査，住宅衛生，劣悪住宅と疾病の関係，生

活時間調査

1950年代前半：不良住宅地区の実態調査と方法論

1950年代後半：世帯構造，厨房関係

1960年代：「都市生活者の居住条件と健康・精神衛生に関する研究」

1948（昭和23）年 高輪アパートに（実験）入居

1951（昭和26）年 二級建築士取得

1954（昭和29）年 カリフォルニア大学バークレー校大学院に公務出張（～1955（昭和30）年）

1963（昭和38）年 ミルズカレッジから法学名誉博士号授与

1972（昭和47）年 国立公衆衛生院退職

1995（平成７年）５月 逝去

３．その他の建築にかかわる女性達

（１）土浦信子（参考文献１）を参照）

・日本初の女性建築家，フランク・ロイド・ライトの弟子（1923～25年までアメリカに滞在）

・1900（明治33）年～1998（平成10）年

・吉野作造の娘

・夫の土浦亀城も建築家

（２）小川信子（参考文献２）を参照）

・1929（昭和４年）生まれ

・元日本女子大学教授，現在北海道浅井学園大学教授

・保育所をはじめとする地域施設研究を中心に生活環境に関する研究を行ってきた研究者

・保育所や幼稚園を主として設計してきた建築家

（３）長谷川逸子（参考文献３），４）を参照）

・1941（昭和16年）生まれ

・長谷川逸子・建築計画工房
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（４）妹島和世（参考文献６）を参照）

・1956（昭和31年）生まれ

・妹島和世建築設計事務所，西沢立衛と共同設計を行う

・再春館製薬女子寮（1990～1991年）など

　　　　　　　などなど・・・・

４．ビデオ

NHK プロジェクト X　挑戦者たち

『妻に贈ったダイニングキッチン　勝負は一坪・住宅革命の秘密』（約45分，平成12（2000）年５

月２日放送）

５．参考文献（〔〕内は，熊本県立大学所蔵情報）

１）『ビッグ・リトル・ノブ　ライトの弟子・女性建築家　土浦信子』（小川信子・田中厚子，ドメ

ス出版，2001年３月，¥2,310，ISBN：4-8107-0541-2）〔所蔵なし〕

２）『生活環境の探求　小川信子の世界』（日本女子大学住居小川研究室の会編，ドメス出版，

1998年５月，¥2,100，ISBN：4-8107-0480-7）〔開架２，365¦¦O 24，0000248351〕

３）『こんな生き方がしたい　建築家　長谷川逸子』（実川元子，理論社，2001年12月，

¥1,575，ISBN：4-652-04942-0）〔所蔵なし〕

４）『住まい学大系095　生活の装置－私の住宅設計』（長谷川逸子，住まいの図書館出版局，1999

年２月，¥2,730，ISBN：4-7952-2139-1 ）〔開架２，527.1¦¦H 36，0000231304〕

５）『女性雑誌に住まいづくりを学ぶ　大正デモクラシー期を中心に』（久保加津代，ドメス出版，

2002年３月，¥1,680，ISBN：4-8107-0565-X）〔所蔵なし〕

６）『妹島和世読本－1998』（二川幸夫編，エーディーエー・エディタ・トーキョー，1998年２月，

¥2,940，ISBN：4-87140-650-4）〔開架２，520.8¦¦F 97，0000249570，0000253525〕

７）『プロジェクトX　挑戦者たち　１　執念の逆転劇』（NHK「プロジェクトX」制作班編，日本

放送出版協会，2000年６月，¥1,785，ISBN：4-14-080529-3）〔開架２，210.76¦¦P 94¦¦

1，0000240917〕

８）『台所空間学　その原型と未来』（山口昌伴著・三沢博昭写真，建築知識，1987年１月，絶版）

〔開架２，527.3¦¦YA1，0000118760〕

９）『台所空間学　摘録版』（山口昌伴，建築資料研究社，2000年５月，¥1,785，ISBN：4-

87460-564-8 ）〔開架２，527.3¦¦Y 24，0000249640，0000253059〕

10）『生活学第二十三冊　台所の一○○年』（日本生活学会編著，ドメス出版，1999年11月，

¥4,200，ISBN：4-8107-0508-0）〔開架２，365¦¦Se 17¦¦23，0000247806〕

11）『角川oneテーマ21　C-11　世界一周「台所」の旅－人類の繁栄の源はキッチンにあり－』（山
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C-11，0000254170〕

12）『住宅建築家・浜口ミホについての考察－経歴及び公団ダイニング・キッチンとの関わり－』

（北川圭子，日本建築学会大会（東北）学術講演梗概集，F-2，pp.97～98，2000年９月）

13）『『日本住宅の封建性』の方法論について』（青木正夫，日本建築学会大会（東北）学術講演

梗概集，E-2，pp.1～2，2000年９月）

14）『住まい学大系065　建築人物群像　追悼編／資料編』（土崎紀子・沢良子編，住まいの図書館

出版局，1995年４月，¥3,975，ISBN：4-7952-0865-4）〔開架２，520.8¦¦SU 56¦¦

65，0000177852〕

14）『はなしシリーズ　ダイニング・キッチンはこうして誕生した　女性建築家第一号浜口ミホが

目指したもの』（北川圭子，技報堂出版，2002年１月，¥2,520，ISBN：4-7655-4430-3）〔所

蔵なし〕→現段階では，辻原も未見

15）『住居衛生研究の女性パイオニア，駒田栄に関する研究』（中島明子・小林陽太郎・菊地邦子・

嶋田和子・白鳥真理子・早福千鶴・松尾邦子・山口治子，住宅総合研究財団研究年報，

No.27，pp.195～206，2001年３月）

６．参考URL

１）NHK　プロジェクトX（http://www.nhk.or.jp/projectx/index.htm）

２）ミルズカレッジ（http://www.mills.edu/）

３）聖路加国際病院（http://www.luke.or.jp/）

４）国立公衆衛生院（現・国立保健医療科学院）（http://www.iph.go.jp/）

５）ぽむ企画（http://pomu.tv/）

６）講義資料のダウンロード（http://www.pu-kumamoto.ac.jp/̃m-tsuji/kougi.html/

jyuu.html/jyuukan.html）
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資料１：

浜口ミホ『日本住宅の封建性』1948（昭和23）年（雑誌『confort』2001年５月増刊号　「図説　日本の「間

取り」」〔所蔵なし〕の「再録」より）より。

玄関という名前をやめよう

　玄関－より正確に言えば「玄関」とよばれるところの出入口－からその封建的性格を拭いさるために，私はこ

こに「玄関」というそれの名前を廃止することを提唱したい。新しい名前として，どんなものが適当であるかは

一応議論のあるところであろうが，その機能的要素をもっとも率直に言いあらわしている「出入口」という名前

などはどうかと思っている。このように名前を変えるということに対して，或いはそんなことをしても無意味だ

と言われる方があるかも知れないが，しかしそれは必ずしも無意味ではないのである。というのは上述のことか

ら知られるように，人々が「玄関」という名前を口にするとき，そこには人間の出入という機能的な意味のほか

に，家の社会的身分を示すという格式的な意味を含んだ，いわば社会的通念としての玄関が考えられている。人々

は「玄関」という名前によつて無意識的に格式的性格を連想しているのである。言ってみれば「玄関」という名

前は格式的性格の心理的担い手なのである。

　このことは次のような場合－しかも現在のわれわれにとって，きわめて現実的な－を考えてみると一層はっき

りする。いま戦災跡に建つバラック住宅の出入口のように，格式的要素のほとんど含まれていないものについて

でも，人々はそれを「玄関」とよんでいるが，この場合人々の脳裏に描かれている「かくあるべき玄関」と現実

のバラックに「かくある玄関」（出入口）との間には著しいギャップがあるわけであり，したがって人々はやが

て経済的余裕ができ次第，必ずや「かくあるべき玄関」－格式的要素を充分にもったいわゆる「玄関」－につく

りかえようとするであろう。つまり「玄関」という名前そのものが玄関の格式的性格を温存・発展させるための

重大な梃子となるのである。もしこの場合われわれのすべて－社会の人間すべて－がそれを「玄関」とよばずに

「出入口」とよぶとするならば，事態は異なってくるであろう。「出入口」という名前は機能的性格を露出させ

るとともに，他方格式的性格の温存を許さない。したがって，やがて経済的余裕ができて，人々がよりよいもの

をつくろうとするようになつたときも，人々が「出入口」といったような，純粋に機能的な観念によって考えを

進めてゆくとすれば，人々はあくまで機能的な意味において，よりよいものを求めざるをえないであろう。とす

れば，そこに格式的要素が侵入して，またもとの格式的・封建的な玄関がまえが復旧されてしまうということは

ありえなくなる。

　以上見るように，「玄関」とよぶか，「出入口」とよぶかということは－一見ごくつまらない名目上のことの

ようであるが，単に名前だけの問題ではなく－われわれの住宅の出入口のつくりそのものを格式的・封建的なも

のにとどまらせてしまうか，それともそれを機能的なものに進めることができるかという－現にわれわれが直面

している切実な情勢において－重要なキー・ポイントとなっているのである。しかして玄関が旧のままに玄関と

よばれつづけ，その格式的・封建的な性格を維持するならば，それは当然住宅の内部の間取りにおける，例えば

「座敷」といった封建的・格式的な要素と結合して，われわれの住宅を依然として救いがたい封建的な泥沼には

めこんでおくのに大きな役割を果たすであろう。玄関は座敷につらなり，座敷は床の間を要求する。日本住宅に

おける，これら一連の格式的・封建的要素の制覇は，他方において台所その他の家事まわりの機能的要素を一層

惨めなものとし，家庭の女性を押し虐げ－ひいてはそこに育つ子供達，さらにはともに生活する男性を引きずり

おろし－われわれの人間性の幸福な発展を妨げずにはおかないであろう。

15



住環境調整工学（辻原担当分・第２回目）［金曜日・12:50～14:20・14番講義室］

2002.4.26

環境共生学部・居住環境学専攻

講師・辻原万規彦

資料２：

『住まいの文化　豊かな暮らしのためのテキストブック』（住文化研究会著，学芸出版社，1997年３月，

¥2,310，ISBN：4-7615-2173-2）〔住環境，597¦¦J 98，0000184103〕より。

浜口ミホの『日本住宅の封建性』

　終戦によって封建主義から民主主義へと社会体制が変わると，住まいづくりも従来の格式主義的な考えを捨て

て，欧米にならった機能主義的な考え方に改めるべきだとの提言が行われるよう

になりました。こうした戦後の住宅改善運動の中で，日本住宅の格式主義について独自の主張を展開した浜口ミ

ホの『日本住宅の封建性』（一九四九）は，古い慣習と新しい考え方のはざ間に立って一つの興味深い方向性を

示しました。

　ここで論じられた課題は，当時の建築家たちの関心のみにとどまるものではなく，建て売りからマンションま

で，現在もなお日本人の住まいと住意識を理解する上で重要なテーマとして残されているといってよいでしょう。

●床の間追放論

　浜口はまず，「床の間が上段という格式的なものを吸収して成立したという歴史的事情に，その遠い源がある」

として床の間の封建主義的性格を指摘しました。さらに，「床の間は，その部屋が客間であること，しかもそれ

がその家の人々よりも一段格の高い人のための客間であるということを示す」ための装置であり，「その部屋が

心理的には決してその家族のためのものではない」と考えました。しかし，実際には「芸術鑑賞のためという機

能的性格を含んでいる」から，明治以降の近代化の中でも簡単にはなくならず，「その陰にかくれて格式的性格

もまた温存されてしまった」という。つまり，「絵や花を家族が自分等のためのものとして」楽しんだり，「子

供たちの情操の陶冶のために役立てられるのではなくて，格式的なもののために捧げられて」いるにすぎないか

ら，そのようなものは追放しようというのです。

　一般には，床の間を日本の家から駆逐すべしという一節ばかりが注目されて，かなり反論もされたのですが，

実は，この論旨は，家族の日常の居場所である「茶の間」が，あまりにみすぼらしいことと対照的であるという

理由から出発した正当な「追放論」でした。

■玄関という名前をやめよう

　浜口はまた，玄関についても，その呼称をやめて「出入口」にしようと提案しています。

　「玄関には人間の出入という機能的な要素のはかに，封建社会的な身分関係を示そうとする格式的な要素が含

まれてきたのである。そしてこの格式的な要素，封建的な性格こそ，玄関にとって特徴的なのである」。

　「人々が玄関という名前を口にするとき，そこには人間の出入という機能的な意味のはかに，家の社会的身分

を示すという格式的な意味を含んだ，いわば社会的通念としての玄関が考えられている」。

　そして，これについても「日本住宅における，これら一連の格式的・封建的要素の制覇は，他方において台所

そのほかの家事まわりの機能的要素を一層みじめなものと」するから好ましくないのだというのです。確かに，

浜口自身が再版時のあとがきの中で「五年たった現在，玄関という……名前はやめられるどころか，牢固として

存在しており，…＝・私自身も，設計図面の中に使わざるをえない状況です」と述べているとおり，世の中の動

きの複雑さに比べ，主張が「余りに一本調子で，単純に割り切りすぎている」きらいはあります。しかし，建築

家が自らの意識改革を求めて行ったこれらの主張は，家づくりの視点をどこに置くか，良い家の判断基準をどこ
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に置くかを私たちに問いかけていて，今なお新鮮です。


